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研究成果の概要（和文）： 
ハイデガーの存在思惟を「聖なるもの」という視点から捉え返すことによって、「倫理」を再構

築する可能性を明らかにした。さらに、倫理の揺らぎの負の帰結が明白な教育の場面での「権

威」の再生可能性を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have clarified the possibility to rebuild "an ethic" by understanding Heidegger’s 
speculation of Being from the viewpoint of "the sacred thing". Furthermore, we have 
clarified the possibility to rebuild "the authority" in the scene of the education that the 
negative conclusion of the fluctuation of the ethic is clear. 
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１．研究開始当初の背景 
 「ナルシズム」の傾向と「道具的理性」の結

合によって生じる「ソフトな独裁主義」は、「市

民意識」を衰退させて「公共性」の地盤を切り

崩し、民主主義を空洞化させていく。そして、

このような状況下で進展するグローバリゼーシ

ョンは、偏狭なナショナリズムやローカリズム

を克服する力とはなりえず、むしろソフトな独

裁主義を強化する危険性をもつ。また、競争原

理の支配が、所得、職業威信、学歴という３変

数の相関性を高め、貧富の差を拡大し、社会

の連帯意識を支えている協調のパターンを

切り崩すとき、ロールズの指摘する自然的社

会的不平等という事態は看過されることに

なる。そして、エリート層の責任感は空洞化

し、公共性や市民意識の強調自体が、社会的

弱者の声を「自己責任」という形で無視し、

エリート層の既得権の確保という傾向を強

化することになりかねない。 
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 このような状況下にあって、みんなの問題

(political)がワタシの問題(personal)として

立ち現れてくる地平を切り開くべく、公共性や

市民意識の再構築ということが倫理をめぐる近

年の課題となっている。 
 
２．研究の目的 
 みんなの問題(political)がワタシの問題

(personal)として立ち現れてくる地平を切り開

くために公共性や市民意識を再構築するという

課題が単なる「べき論」にとどまるのではなく、

我々一人一人の現実的課題として実感されるた

めには、自己を多様な外部に向かって開き、「無

関係な外部」を自己の再発見、再生を可能にす

る「有意味な外部」へと変容させることが不可

欠の前提となる。しかし、「公共の問題をおのが

問題として関心しない」（和辻哲郎）ことが我々

日本人の特質だとすれば、このような変容を現

実化するのは容易なことではない。そこで、欲

望を相互に制御しつつ社会的連帯という倫理を

構築する可能性を切り開くという喫緊課題に応

えるために、本研究は以下の 4 点をその目的と

して遂行された。 
⑴ ハイデガーの存在思惟を「聖なるもの」と

いう視点から再構成する。 
⑵ ハイデガーの存在思惟が、「自己」の多面

性・複数性という地平と親和性を持つことを明

らかにする。 
⑶ ハイデガーの存在思惟における「聖なるも

の」が、「倫理の基底」の解明という位置価を持

つことを明らかにする。 
⑷ 「教育」を倫理の生成する場として再構築

する可能性を探る。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者の寿卓三は、1930 年代以降のハイ

デガーのヘルダーリン論に注目し、「聖なるも

の」という視点から「原存在の本質の守蔵」と

しての死、別言すれば、歴史的存在としての現-
存在の生を全うする可能性を切り開いているこ

との解明を目指す。研究分担者の上利博規は、

ハイデガーの芸術論における「聖なるもの」の

位相とデリダの芸術論における他者性および責

任概念との関連性を考察することによって、ハ

イデガーの存在思惟のもつ倫理的意義を解明す

る。そして、研究分担者の森秀樹は、初期ハイ

デガーにおける思索の生成を、ルター解釈や現

象学に対する独自の立場の確立を通してキリス

ト教哲学から離反していく過程として捉え返す。 

 これらの分担作業の進捗状況は、メールの

やりとりや学会等の際に共有されると同時

に、年度末には成果を持ち寄って討議し暫定

的成果と次年度の課題を明らかにする機会

をもった。また、学校現場の教員の授業事例

に関する事例研究を行った。 
 

４．研究成果 

 主たる研究成果として以下の 4点が上げら

れる。 

⑴「公共性」概念および「自律」概念の再構

築の必要性 
 ハイデガーによる各私性という視点からの

平均的日常性批判を、ヘルダーリンとの創造的

対話という通路を通して捉え返す研究を進め

ている。また、芸術と倫理との密接な関連性、

「性の事実性」に関する歴史的考察も行ってい

る。これらの研究によって、総駆り立て体制と

いう同質化の圧力によって能動的関与が強要

される〈共同社会 community〉に対して、個

人の自律性を基盤としながら相互に支え合う

〈協働社会 association〉を構想していく必要

性、そして、「各私性」という位相の積極的可

能性が明らかにされた。 
⑵ 日常的空間の多相性への問いとしての倫

理的問いの再構成 
 アジアにおける文化の多様性・重層性とい

う視点も加味しつつ、倫理と芸術との密接な

連続性を日常的生活空間の歴史的蓄積とい

う視点から再把握、再構成することによって、

倫理的問いを生活形式そのものへの問とし

て再構成する必要性を明らかにした。 
⑶ 初期ハイデガーと聖なる次元との関係

性 
 ２０世紀初頭のプロテスタント神学の中

での論争という文脈の中で中世の神秘主義

を読み直すことが、ハイデガーにとっての現

象学受容にとって大きな背景になっており、

かつ、このような問題意識が、ハイデガー以

降の現象学においても「神学的転回」をめぐ

る論争という仕方で反復されていることを

明らかにし、この問題が「聖なるもの」の位

置づけの変容（現代における霊性の問題）と

直結することを明らかにした。 
⑷ 協働的な学習を切り開く原理としての

「聖なるもの」の解明 
 受験・選別という受動的能動を強いられる

状況のなかで、学習者が、他者との協働関係

を可能にする「溜め」や「有能感」を習得す



るのはきわめて困難なことである。このような

状況を打破する上で、それぞれの学習者を根本

において突き動かしているものが、単に利己的

なものではなく、自他にとってよりよき状態を

切り開きたいという願望、つまり「聖なるもの」

への感応力が有効であることが明らかになった。

この研究は、市民意識の育成という課題にも応

えるものとなりうる。 
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